
5　自然環境特性 

5.1　自然環境特性の把握 

　22地区で行った水系、植物、動物の調査結果をもとにして、22地区の自然環境の特性を把握しました。その方法は、

以下の通りです。 

 1 植生調査の結果、22地区で確認された植物群落（ｐ11の表2）をもとに、動物の生息環境として似ている群落同士を

統合し、18通りの植生区分を作りました。 

 2 植物調査で確認された種から、絶滅のおそれがあると選定されている種を貴重種として、分布が限られている種や

個体数の減少が考えられる種を注目種として、あわせて12種選定しました。動物調査で確認された種からは、複数の種

をまとめた29のグループを抽出しました。抽出基準は、絶滅のおそれがあると選定されている貴重種の他、同じような環

境に生息している、同じような生態を持っているなどの理由に基づいています。基本的に在来種を対象としましたが、外

来哺乳類はその分布が広範囲に広がっていることから、在来哺乳類の生息空間を圧迫する１グループとみなすこととし

ました。これら選定した種やグループのことは、指標と呼ぶこととしました（表3）。 
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 3 各指標がどの植生区分によく出現していたかを整理し、各植生区分の特徴としてまとめました。このようにして整理

されたのが、自然環境の特性表（表4）です。22地区での18通りの植生区分に対して、それはどのような地形条件の下

に成立していたのか、そこにはどのような植物が観察されたのか、どのような動物群（指標）が生息していたのか、その

植生区分で高密度に（集中的に）みられたのはどんな指標かが、確認できます。 

 

　各植生区分の特徴は表4で整理できましたが、実際には、たった１つの植生区分だけで成立している緑地はありま

せん。複数の植生区分の組み合わせによって、１つの緑地が形成されます。また動物も、表4で特徴づけられたたっ

た１つの植生区分だけを利用しているわけではありません。複数の植生区分を利用していたり、季節によって使い分

けたりしています。このようなことを視覚的にわかりやすく理解できるように、植生区分の組み合わせを、斜面林の植

生断面模式図（ｐ21～22）に描きました。また、谷戸とそこに生息する様々な動物の生息空間を、ハビタット図（ｐ23～

25）として描きました。 

しひょう 

ヒカゲワラビ、タコノアシ、エビネ、キンラン 

コクラン、ギンラン、シュンラン、サイハイラン、アキザキヤツシロラン、カントウカンアオイ、ツクバトリカブト、ニセジュズネノキ 

アズマモグラとヒミズ、外来種（タイワンリス、アライグマ）、在来種（ノウサギ、イタチ等） 

全種（外来種を除く、ヤモリ、トカゲ、カナヘビ、シマヘビ等） 

全種卵及び幼生（外来種を除く、ニホンヒキガエル、アマガエル、ニホンアカガエル等）、全種成体（同左） 

鳥類（フクロウ、カワセミ等）、昆虫類（ギンヤンマ、ゲンジボタル等）、その他（カヤネズミ、シマヘビ、ニホンヒキガエル、ホトケドジョウ等） 

夏鳥（ツバメ、ヤブサメ等）、冬鳥（カシラダカ、ツグミ等）、留鳥（春に確認、ウグイス等）、留鳥（夏、スズメ等）、留鳥（秋、モズ等）、 
留鳥（冬、ムクドリ等）、キツツキ類（アカゲラ等）、種子食（シメ、イカル等）、昆虫食（エナガ、キビタキ等）、水鳥（カルガモ、カワウ等） 

流水性トンボ類（オニヤンマ、ヤマサナエ等）、止水性トンボ類（シオカラトンボ、アキアカネ等）、ヘイケボタル、ゲンジボタル 

樹林性チョウ類（アオスジアゲハ、クロアゲハ等）、林縁性チョウ類（ヒカゲチョウ、アカタテハ等）、草地性チョウ類（キタテハ、モンシロチョウ等） 
樹林性昆虫類（カブトムシ、コクワガタ等）、林縁性昆虫類（アカスジキンカメムシ、アオジョウカイ）、草地性昆虫類（クロヤマアリ、エンマコオロギ等） 

表3　指標一覧 

〈植物〉 

貴重種 

注目種 

〈動物〉 

貴重種 

哺乳類 

鳥類 

 

爬虫類 

両生類 

昆虫類 
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表4　調査対象緑地の自然環境特性 

記号 

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J1

J2

K

L1

L2

L3

L4

M

N

植生区分 地形 植物 動物 

常緑広葉樹 
自然林 

常緑・落葉広葉樹 
混生二次林 

常緑広葉樹 
二次林 

落葉広葉樹 
二次林 

海岸生低木 
自然林 

海岸断崖地 
草原 

林縁生低木ー 
ツル植物 

乾性草地 

畑耕作地 

湿性草地 

竹林 

針葉樹植林 

果樹園 

緑化地 

人工地 

開放水面 

渓谷生落葉樹 
自然林 

沼沢林 

多くの指標が確認された。多くの指標が、普通に利用されてい
ると考えられる。特に高密度で確認されたのは、斜面ではキツ
ツキ類であり、帰化哺乳類は尾根、斜面問わず確認された。 

確認された指標は少ないが、貴重類鳥類と留鳥（夏）が高密
度で確認された。 

昆虫食及び種子食の鳥類、夏鳥、留鳥（秋）が高密度で確認
された。また樹林性の昆虫類も高密度で確認された。 

冬鳥、昆虫食の鳥類、キツツキ類、爬虫類、ゲンジボタル、ヘ
イケボタルなどが高密度で確認された。多くの指標にとって
重要な環境であると考えられる。 

多くの指標が確認されたが、特に留鳥（冬）が高密度で確認
された。多くの指標が普通に利用していると考えられる。 

確認された指標は少ないが、貴重種鳥類、留鳥（春と夏）、昆
虫食の鳥類などが高密度で確認された。 

スダジイが茂る常緑広葉樹の自然林。
ニセジュズネノキが斜面で確認された。 

スダジイやコナラが茂る、常緑・落葉広
葉樹が混生する二次林。シュンラン、
ギンラン、カントウカンアオイが確認
された。 

コナラ、ミズキ等の落葉広葉樹が茂るニ次林。多
くの指標種が確認され、特にエビネは斜面で高密
度で確認された。アズマネザサの繁茂がやや弱い
立地にエビネが多く生育するものと考えられる。 

モチノキが茂る常緑広葉樹の二次林。 

ハチジョウススキ等が茂る海岸断崖地
の草原。 

トベラが茂る、海岸に特有の低木の自
然林。 

適潤～湿潤を好むケヤキ、ムクノキ、
エノキ等のニレ科が茂る落葉広葉樹
の自然林。エビネが確認された。 

ハンノキが生育する林。 

尾根から斜面にかけ
て成立する。 

尾根から斜面にかけ
て成立する。 

尾根から斜面にかけ
て成立する。 

尾根から斜面にかけ
て成立する。 

尾根に成立する。 

尾根や谷など平らな
立地に成立する。 

斜面に成立する。 

斜面に成立する。 

植物の生育基盤なし 

ウメなどが栽培されている果樹園 

人為的に作られた農業用のため池。
植物の生育基盤なし 

法面緑化地、斜面緑化地、樹木植栽地
等。コクランが確認された。 

ヨシ、ミゾソバ、オギなどが茂る谷戸
の湿地。タコノアシが確認された。 

耕作地。耕作による人為的影響を受
ける。 

ヨモギ、セイタカアワダチソウ、カナ
ムグラ、カゼクサなどが茂る路傍、路
上草地雑草生育地。 

アズマネザサ、クズが茂る林縁や耕
作放棄地。アズマネザサは特に緩斜
面に繁茂する。尾根ではコクランが
確認された。 

マダケ、モウソウチクが茂る竹林。林床にアズ
マネザサがなく、明るいところには、エビネ、サ
イハイラン、アキザキヤツシロラン、カントウカ
ンアオイなど多くの指標種が確認された。 
適潤～湿潤地スギ植林、乾燥立地にヒノ
キ植林が分布する常緑針葉樹林地。エビ
ネ、コクラン、ニセジュズネノキ、ヒカゲワ
ラビ、ツクバトリカブトが確認された。 

いろいろな指標が利用はするものの、特に高密度で確認さ
れている指標はなかった。 

林縁性のチョウ類、林縁性及び草地性の昆虫類が高密度で
確認された。 

多くの指標が確認された。多くの指標が、特に集中すること
なく普通に利用していると考えられる。 

多くの指標が確認されたが、特に高密度で確認されている
指標はなかった。 

貴重種、冬鳥、留鳥（冬）、水鳥、両生類、止水性トンボ類など
様々な指標が高密度で確認された。水鳥、両生類、止水性ト
ンボ類など水辺の動物が集中的に分布しており、面積は小
さいものの、非常に重要な環境であると考えられる。 

ほとんどの指標が確認されており、様々な種群が高密度で
確認されていた。多くの動物に利用され、両生類、トンボ類、
ホタル類といった水辺の動物が高密度で生息し、在来哺乳
類や爬虫類、冬鳥がよく利用する環境であると考えられる。 

斜面ではすべての指標が確認されたが、特に高密度で確認
された指標はなかった。この植生区分は最も面積が大きく、
多くの指標が通常利用する、緑地の基盤となる環境である
と考えられる。 

今回取り上げた指標からはあまり利用されていない環境で
あると考えられる。 

爬虫類、林縁性及び草地性のチョウ類、林縁性及び草地性の
昆虫類が高密度で確認された。林縁性、草地性の昆虫類が
多く生息する環境であると考えられる。 

種子食の鳥類、すべてのチョウ類、草地性及び樹林性の昆虫
類、トンボ類、ホタルなど、様々な指標が高密度で確認され
た。 

多くの指標が確認された。この植生区分は比較的面積が大
きく、多くの指標が普通に利用している環境であると考えら
れる。 

谷に成立する。 

乾燥した谷に成立す
る。 

尾根から斜面、谷まで、
至る所に成立する。 

急傾斜で土壌が薄く、
不安定な斜面に成立
する。 

湿地など、湿った谷に
成立する。 

湿潤な谷に成立する。 

乾燥、海からの風など、
植物にとっては過酷な
環境である海岸の斜面
に成立する。 

乾燥、海からの風など、
植物にとっては過酷な
環境である海岸の斜面
に成立する。 

乾燥、海からの風など、
植物にとっては過酷な
環境である海岸の斜面
に成立する。 
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　尾根から斜面上部を中心にスダジイ林がよく見られます。
現在のスダジイ林はかつて伐採された後、萌芽再生した林
と思われます。海岸に近い場所では、スダジイに混じってタ
ブノキが、内陸ではカシ類が混生する傾向があります。スダ
ジイ林の中は下草に乏しい状態にあります。スダジイ林は鎌
倉の気候的極相林で、コナラやヤマザクラの二次林（雑木
林）からスダジイ林に移行途中の林が多く見られます。この
ような林では常緑樹と落葉樹が混生していて、落葉樹の下
層に常緑樹が多く育っています。下草にはシダ類、アオキや
ヒサカキ、ヤブランなどが多いです。�

　比較的近年まで、雑木林の手入れをしていたと思われる斜
面では、イヌシデ－コナラ林など落葉樹が主体になっています。
下草はアズマネザサが優占する場合が多く、ヤマツツジやナ
ルコユリなど雑木林の植物がわずかに残存していることがあ
ります。放任すれば常緑樹の多い林に移行すると思われます。
なお、常緑樹の多い斜面も含め斜面の至る所に、防災のため
伐採した所や畑の跡地、崖崩れの痕跡があり、このような場所
はササやキブシなどの灌木が密生していたり、ミズキやカラス
ザンショウ、ハゼノキ、アカメガシワなどの落葉樹が育っている
場合もあります。�

落葉広葉樹林��
コナラ林��
（オニシバリ－コナラ群集）�

落葉・常緑混交林��
スダジイ林・コナラ林�

常緑広葉樹林（気候的極相林）��
スダジイ林およびタブ林��
（ヤブコウジースダジイ群集およびイノデ－タブ群集）�

畑の跡地�

水田の跡地�

伐採や災害��
雑木林更新��
の失敗�

植林�

伐採や災害�

伐採や災害�

アズマネザサ�

キブシなど林縁性の低木林を経てカラスザンショウ�
林およびミズキ林��
（アカメガシワ－カラスザンショウ群落・�ミズキ群落）�

スギ・ヒノキ林�

湿地の各植物群落�

倒木による��
斜面の崩壊��
が進行�

湿性落葉広葉樹林（土地的極相林）��
急斜面のケヤキ林��
（イロハモミジ－ケヤキ群集）�

沼沢林（土地的極相林）��
ハンノキ林�（ハンノキ群落）�

図8　森の移り変わり（仮説も含む）�

図9　植生断面模式図�

植物群落�

（Ａ)常緑広葉樹�
　　自然林�
�

（Ｇ）落葉広葉樹二次林�
（崖崩れや畑の跡地・伐�
　採した場所）�

（Ｅ）常緑・落葉広葉樹�
　　混生二次林�

植物群落�

（Ｉ）林縁性低木�
　　ーツル植物�

（G）オニシバリ－�
　　コナラ群集�
　　（イヌシデ-コナラ林）�

（G）オニシバリ－�
　　コナラ群集�
　　（イヌシデ-コナラ林）�

（Ｉ）アカメガシワ－�
　　カラスザンショウ群落�
　　（崖崩れ跡、畑跡）�

常緑樹の多い斜面� 落葉樹の多い斜面�
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　数十年前まで、鎌倉の森林は、コナラやクヌギ、ヤマザクラの雑木林とクロマツやアカマツの松林が多かったのですが、近年は薪
をとるための伐採がされなくなったので、気候的極相林（ｐ13参照）であるスダジイやタブの森林へ移り変わりつつあります。しか
し、全ての森林がスダジイやタブの森林へ順調に移行しているわけではありません。台風や雪で木が倒れたり、宅地裏山の防災や日
照確保の理由で伐採されたりしています。これらの伐採跡地や倒木跡地を放置しているため、すぐにキブシなどの林縁性の低木が
繁茂し、次第にミズキやカラスザンショウ、ハゼノキ、アカメガシワなどの落葉樹が生えてきます。やがてスダジイやタブの森林にな
るはずですが、これらの樹種は倒れやすい性質があるため、倒木による崖崩れを誘発しやすく、土地的極相林（ｐ13参照）であるイ
ロハモミジーケヤキ群集に移行する場合が多くなるでしょう。ミズキやカラスザンショウなどが増えることは防災上好ましくありませ
んが、野鳥や昆虫の餌を提供しているので生態系を豊かにしている面もあります。ミズキやカラスザンショウはかつて鎌倉ではあま
り見られなかった樹種と言われています。�
　また、ヤマザクラやクヌギなど雑木林の代表的な樹種は、後継ぎの木が育たないため、このままではやがて姿を消していくと思わ
れます。そのため雑木林に依存していた一部の昆虫や野草が減少しつつあります。森林の移り変わりが、生態系に大きな影響を与え

ているのです。�

�

　谷戸の奥には渓谷状の半ば崩壊した急傾斜地があり、ケヤ
キやムクノキ、イロハモミジなどが多い林になっています。こ
のような林は、イロハモミジ-ケヤキ群集に区分されました。
イロハモミジ-ケヤキ群集は急斜面という特殊な立地条件に
成立した。土地的極相林（Ｐ13参照）と考えられます。�
また、谷戸の奥の谷底は、崖崩れのためやや厚く土壌が堆積
し、エノキが多い林がわずかに見られました。このような林は
ムクノキ-エノキ群集に区分されました。�
�

　斜面上部にヒノキが、下部にはスギが植樹されている場
合が多いです。ヒノキ林は乾燥していて下草に乏しく、階
層構造は貧弱です。スギ林は湿っていて、シダなどの下草
が多く、常緑性の樹木も見られるなど階層構造が発達して
います。�

植物群落�

（イロハモミジ-ケヤキ群集）�
（Ｉ）コクサギ�
　  群落�

（Ｃ）渓谷生落葉樹自然林�
     （ムクノキ-エノキ群集）�

植物群落�

（Ｌ2）針葉樹植林�

谷戸奥の急斜面に多い湿性落葉広葉樹林� 谷戸奥に多い人工林の斜面�
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生息環境�
（ハビタット）とは？�
　緑地には、様々な自然環
境が含まれ、それぞれ多様
な生物が生息しています。
セミ類は森林で、バッタ類は
草地で良く見られますが、あ
る生物が生息するには特定
の生息環境（ハビタット）が
必要です。また、同じ面積な
ら、より多様なハビタットを
含む緑地ほど、生物種は豊
富です。�
�

谷戸とは？�
　谷戸は、鎌倉を代表する地形で
（ｐ9参照）、森林のほか流れや湿
地など複雑な自然環境から構成さ
れています。谷戸ごとに微地形が
異なり、その向きの違いから生ず
る微気象の差によって、さらに複雑
で豊かな生物の生息空間が形成さ
れています。残念ながら、その多く
は、開発で地形ごと消失したり、谷
底が住宅地となっていて、広町や
鎌倉中央公園〔台峯〕などは貴重
な存在です。�
�

谷戸のハビタットについて�
　谷底（青色の部分）に様々なハビタットが集中していることから、
谷底は狭い面積ながら大切な場所であることがわかります。水分
のわずかな違いで、生育する植物が異なり、様々なハビタットが
成立するのです。これらは、放棄された水田から生まれたハビタ
ットですが、やがて次ページの“乾燥化が進んだ谷戸”に移行し、
環境全体が単純化して、多くの生物が姿を消していくものと思わ
れます。また、林縁部（黄色の部分）が多いのも谷戸の特徴です。
林縁部は多くの生物が隠れ場所や餌場として頻繁に利用するハ
ビタットであり、林縁部が増えると生物相が豊かになることが知ら
れています。なお、小さすぎて図には示せませんでしたが、林縁
部と道の境界にはスミレ類などの野草が多い部分が存在し、昆虫
などには重要なハビタットとなっています。�
�
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図10　鎌倉の自然環境を代表する谷戸の生物と生息環境（ハビタット図）�
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まとめ�
　鳥類や中型以上の哺乳類の多くは、複数のハビタットを連続的に利用
しています。これらは、行動圏が広いので、特定のハビタットの有無よりは
緑地の広さが生息に影響しているようです。鳥類のウグイスやカシラダ
カのように特定のハビタットと関係が深い種類もあり、巣作りする場所や
餌を採る場所の確保が必要です。水場やねぐらのように、多くの種が共同
で利用する場所や、餌場や水場に付随する形で、一時的に危険を退避で
きる場所も重要です。一方、昆虫類や小動物は、行動圏が狭いので特定
のハビタットに強く依存する傾向があります。緑地の広さと共に、緑地の
質（多様なハビタットの有無）が関係していると思われます。水田を耕作
するか放棄するか、道端の藪を刈るか刈らないか等、人の干渉がハビタッ
トの存続に良くも悪くも影響します。多様なハビタットを保全できるか否
かは、緑地と人の関わり方（利用マナーや管理手法）によるでしょう。�
�

図の解説�
　鎌倉の谷戸に生息する代表的な生物をハビタット図に配置しました。
表の灰色の部分は、その生物がよく利用するハビタットを、ピンク色の部
分は特に必要なハビタットを示しています。似た種類でも生息環境が異
なる生物を対比してあります。ゲンジボタルとヘイケボタルでは、幼虫が
育つ環境が異なり、ゲンジは細流（流れ）で、ヘイケは主に湿地で育つの
で、それぞれピンク色で示しています。ともにサナギや成虫は道端の部
分も利用するので灰色で示しています。いずれも、その生物にとって重
要なハビタットのみを強調してありますので、図示していないハビタット
を利用することもあります。斜面の森林を利用する生物が意外に少ない
ように思われるかもしれませんが、多くの生物が利用する基本的に重要
なハビタットであり、水源として不可欠です。�
�
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凡例　　　　：その生物がよく利用するハビタット　　　　その生物にとって特に必要なハビタット　�
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図11　乾燥化が進んだ谷戸の生物と生息環境�

図12　ため池のある谷戸の生物と生息環境�

環境区分   斜面林      林縁       道  細流  乾性草地   湿性草地           乾性草地               　　　 林縁                           斜面林�

植物群落�

地　　形�

（G）オニシバリ－コナラ群集等�
（G）オニシバリ�
  －コナラ群集等�

(I)アズマネザ�
   サ群落�

(K)湿性路傍�
　 雑草群落�

(Ｊ1)カナムグラ�
　　群落�ー� (K)オギ群落� (Ｊ1)ススキ群落� 畔の跡地の�

林縁性群落�
(I)アズマネザサ�
　群落�

斜面� 谷� 斜面�

環境区分�

植物群落�

地　　形�

（G）オニシバリ－コナラ群集等�
（G）オニシバリ－�
      コナラ群集等�

(I)アズマネザサ�
　群落� （かつては沈水植物が存在）� (I)アズマネザサ�

　群落�

斜面� 谷� 斜面�

谷戸の乾燥化について�

　谷戸底の湿地は乾燥化する傾向にあり、進行の度合いは場所により異なります。乾燥化の原因は特定できませんが、いくつかの要
因が挙げられます。水田の放棄により、枯れた植物や土壌が堆積し湿地の陸地化が進んだり、川底の浸食やヨシの根の伸張等により
湿地の排水と地下水位の低下が促進されています。また、斜面林の放置は、樹木や下草の過度の繁茂により、雨水が地表に届くのが
妨げられると考えられます。さらに、人の過剰利用による湿地の乾燥化も目立ちます。セリ摘みや散策で入り込む人達によって、踏
み固められた湿地は、急速に陸地化してしまうのです。周辺地域の土木工事による地下水脈の寸断も影響しているでしょう。谷戸底
の湿地には、多様な生物の生息環境が残されているので、谷戸の乾燥化を防ぐことは重要な課題となっています。�

ため池のある谷戸�

　鎌倉市にはほとんど残されていない貴重なハビタットで、特有の生物が生育しています。かつては池掃除など定期的な管理がな
されていましたが、放置されているため、生態系が変わりつつあります。周辺の樹木などはもちろん、池に流入する細流や池底の湧
き水も含めた、集水域全体の環境を保全しなければなりません。�
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